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深層学習に基づく説明変数を考慮した海氷密接度の短期予測手法

Deep-Learning Based Short-Term Prediction Method for Sea Ice
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　近年、北極海航路が着目されており、その航行のためには、短期～中期の海氷予測が重要となっている。短

期予測に対しては、精度のみならず頻度や計算負荷も重要となる。著者らは対象領域として海氷の増加・減

少・移流等のダイナミクスが顕著なオホーツク海を選び、深層学習を使用した海氷予測手法を検討してき

た。本手法は、水循環変動観測衛星「しずく」（GCOM-W）に搭載された高性能マイクロ波放射計

2（AMSR2）のプロダクトである海氷密接度の履歴情報のみから、深層学習の手法を使用して0.5日間隔で

2.5日先までの海氷密接度を予測する手法であり、高頻度であるにも関わらず計算コストが低いといった特徴

を有し、比較的良い精度を得ることができる。しかしながら従来の数値シミュレーションによる予測精度との

比較、また実利用時に要求されうる精度を見据えると、高精度な予測実現に関して改善の余地があった。そこ

で、本稿では、海氷密接度以外の説明変数も考慮して海氷密接度の短期予測を行う手法を提案し、その結果を

示す。
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